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編集後記 

4月1日から幸運にも調査研究の機会を得て、
海外へ出かけ、9月末に帰国しました。それま
でにすでに素晴らしい論文が多数到着してお

りましたので、すぐに編輯に取りかかり、こう

して論考11篇、資料1篇を収めた『或問』第22
号を皆さんにお届けすることができました。お

待たせ致しました！ 
この半年、アジアでは北京、天津、上海、済

南、ソウル、台北、台中、台南、そしてアメリ

カ、ヨーロッパ各地の大学、研究機関に友人と

情報を尋ね回りました。非常に収穫の多い半年

でした。研究終了の手続きの為に搭乗半券など

を整理したら、移動距離はもちろんのこと、飛

行機等を利用する頻繁さに我ながら驚きまし

た。移動しやすくなりましたが、これは地球が

小さくなったということに直結するかどうか

は分かりません。少なくとも人間の心の距離は

そうたやすく縮まるものではないことをこの

間の一連の出来事で思い知らされました。文化

交渉を研究のテーマにする編輯子にとって、戸

惑うことの多い秋となりました。2013 年 4 月
に、東西学術研究所の 1組織として東アジア文
化交渉学研究センターが発足します。研鑽の道

程はこれからも果てしなく続くでしょう。今後

とも引き続きご支援、ご鞭撻のほどよろしくお

願いいたします。 
なお、本号の論文タイトルの英訳は、関西大

学のヒートン先生がチェックしてくださいま

した。心よりお礼を申し上げます。 
第22号は3ヶ月遅れたせいもあり、『或問』第

23号は、2013年3月末に刊行したいと思います。
皆様のご寄稿を心待ちにしております。 

 
	
 	
 第22号編集担当：沈国威（2012.10.15） 
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